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風
水
害

日
本
は
ア
ジ
ア
の
東
端
に
位
置
し
、

モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
で
夏
の
梅
雨
、秋
口
の
台
風
と
強
風
や
大
雨
が
発
生
し
や
す
い
。

さ
ら
に
国
土
の
七
割
は
山
岳
地
帯
と
い
う
島
国
だ
。

我
々
は
山
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
沖
積
平
野
に
暮
ら
し
、

古
来
、洪
水
、高
潮
と
い
っ
た
風
水
害
に
晒
さ
れ
続
け
て
き
た
。

今
年
の
夏
も
連
日「
豪
雨
」の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
。

猛
暑
と
豪
雨
の
頻
発
は
、気
象
庁
が「
異
常
気
象
」と
公
式
に
発
表
す
る
異
例
の
事
態
で
あ
る
。

今
後
も
こ
う
し
た
傾
向
は
続
く
と
見
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、風
水
害
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

わ
が
国
の
防
災
の
歴
史
は
風
水
害
と
の
闘
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

先
人
た
ち
は
こ
の
風
水
害
か
ら
命
を
、国
土
を
守
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
防
護
策
を
講
じ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
は
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

風
水
害
の
記
録
を
辿
り
、生
命
と
財
産
を
守
る
術
を
学
ん
だ
。

高
波・波
浪

土
砂
災
害

台
風

豪
雨

河
川
氾
濫

都
市
型
水
害

文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

1856（安政3）年に発生した台風の被害を
記録した「安政風聞集」。台風の進路に沿
って駿河から江戸で生じた洪水、高潮の被
害を描いている。（提供：国立公文書館）
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憶
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潮
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い
。
二
〇
〇
㍍
に
満
た
な
い
信
濃
川
に

比
し
て
こ
ち
ら
が
本
川
な
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
せ
る
ス
ケ
ー
ル
だ
。
こ
の
奔

流
が
人
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
い

う
事
実
を
思
う
と
き
、
そ
の
苦
労
の
大

き
さ
は
想
像
を
絶
す
る
。「
そ
れ
で
も

長
い
時
間
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
分
水

で
す
。
背
景
に
は
悲
願
と
も
い
え
る
地

域
の
人
々
の
想
い
が
あ
る
ん
で
す
」
と

常
山
所
長
は
話
す
。

　

こ
の
大
河
津
分
水
計
画
が
浮
上
し
た

の
は
享
保
年
間
の
こ
と
だ
。
寺
泊
の
豪

商
た
ち
が
幕
府
に
請
願
を
提
出
す
る
が

着
工
は
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
五
年
後
に
は
反
対
運
動
や
、
外
国
人

技
術
者
の
提
言
に
よ
っ
て
計
画
が
中
断

す
る
。
計
画
は
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）

年
に
内
務
省
の
信
濃
川
改
修
事
業
と
し

て
再
起
す
る
が
、
築
堤
と
河
川
敷
強
化

を
主
と
す
る
堤
防
強
化
事
業
に
と
ど
め

ら
れ
た
。

　

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
未

曾
有
の
大
水
害
が
発
生
す
る
。
現
在
の

燕
市
横
田
地
区
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

堤
防
が
決
壊
、
四
万
三
千
戸
余
り
が
浸

　

甲
武
信
ヶ
岳
を
源
流
と
し
、
長
野
、

新
潟
を
経
て
日
本
海
へ
そ
そ
ぐ
信
濃
川
。

全
長
三
六
七
㌔
㍍
を
誇
る
日
本
一
の
大

河
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
内
有
数
の
穀

倉
地
帯
、
越
後
平
野
を
潤
す
こ
の
母
な

る
川
は
古
来
、
洪
水
を
繰
り
返
し
一
帯

に
水
害
を
も
た
ら
す
元
凶
で
も
あ
っ
た
。

　

信
濃
川
は
そ
の
河
口
か
ら
上
流
側
約

六
〇
㌔
㍍
の
地
点
で
流
路
を
大
き
く
西

に
変
え
日
本
海
に
注
ぐ
。
そ
れ
が
越
後

平
野
へ
の
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

約
一
〇
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
開
削
さ
れ
た

人
工
河
川
「
大
河
津
分
水
」
で
あ
る
。

「
先
人
た
ち
が
山
を
切
り
拓
き
、
堰
、
堤

防
を
整
備
し
て
苦
難
の
末
に
造
り
上
げ

た
放
水
路
で
す
。
日
本
に
お
け
る
最
初

の
大
規
模
河
川
工
事
。
こ
れ
ほ
ど
大
掛

か
り
な
治
水
事
業
は
将
来
無
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」
と
語
る
の
は
信
濃
川
河
川

事
務
所
の
常
山
修
治
事
務
所
長※

だ
。
分

岐
点
に
立
ち
、
西
へ
流
れ
る
分
水
路
と
、

北
へ
向
か
う
信
濃
川
本
川
を
一
望
す
る

と
、
滔
々
と
流
れ
る
大
河
津
分
水
の
存

在
感
に
圧
倒
さ
れ
る
。
こ
の
地
点
に
お

け
る
川
幅
は
約
八
〇
〇
㍍
、
対
岸
が
遠

信
濃
川
の
奔
流
を

日
本
海
に
逃
が
す

二
〇
〇
年
の
と
き
を
超
え
た
悲
願

提供：国土交通省信濃川河川事務所※役職は取材当時

 「横田切れ」の
浸水範囲

大
河
津分
水
路

大
河
津分
水
路

信
濃
川

阿
賀
野
川

信
濃
川

日
本
海
東
北

自
動
車
道

磐
越
自
動
車
道

国
道
8
号

上
越
新
幹
線

北
陸
自
動
車
道

越
後
線

信
越
本
線

日 本 海

関屋
分水路
関屋
分水路

新潟市新潟市

加茂市加茂市
三条市三条市

長岡市長岡市 見附市見附市

弥彦村弥彦村

燕市燕市

田上町田上町

「横田切れ」の
 浸水範囲

洗堰

信濃川

旧可動堰

新可動堰

第二床固

日本海

分水町横田は享保年間から洪水の常襲地帯だったが、最
大の水害がこの地の破堤を端緒とする「横田切れ」であ
る。1896（明治29）年7月22日の朝、破堤直後から西蒲
原郡一帯が浸水。新潟県内の1,271カ所で堤防が崩壊し、
越後平野の広範囲で被害が拡大した。現地を視察した内
務大臣は「まるで揚子江だ」と絶句。新潟県内の死者は
48名に及んだ。これを機に大河津分水の重要性が見直
され事業が加速する。（提供：（公社）土木学会附属土木図書館）

越後平野のほぼ全域が浸水「横田切れ」
1896年

信
濃
川

大
河
津
分
水
路

信
濃
川
の
流
れ
を
整
え
、

穀
倉
地
帯
を
洪
水
か
ら
守
る

全
長
一
〇
㌔
の
人
工
河
川

FAC T-1

自然災害の記憶
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水
し
た
「
横
田
切
れ
」
で
あ
る
。
悪
水

に
よ
り
疫
病
も
発
生
し
病
死
者
は
数
千

名
に
達
し
、
被
害
総
額
は
当
時
の
新
潟

県
の
年
間
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
大

洪
水
だ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
第
二
次

大
河
津
分
水
計
画
が
提
出
さ
れ
、
事
業

は
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
に
近

代
的
な
河
川
整
備
と
し
て
息
を
吹
き
返

す
。「
東
洋
一
の
大
工
事
」「
東
洋
の
パ

ナ
マ
運
河
」
と
称
さ
れ
、
八
四
名
の
殉

職
者
を
出
し
た
難
工
事
は
、
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
に
完
工
。
約
一
〇
㌔
㍍

の
分
水
路
、
信
濃
川
本
川
の
用
水
を
下

流
へ
供
給
す
る
洗
堰
、
洪
水
時
に
河
流

を
日
本
海
側
へ
逃
が
す
自
在
堰
が
完
成

し
た
。
実
に
請
願
か
ら
二
〇
〇
年
の
と

き
を
経
て
信
濃
川
は
日
本
海
へ
の
通
水

を
果
た
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
わ
ず
か
五
年
後
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
分
水
路
の

自
在
堰
が
河
床
基
礎
部
の
洗
掘
に
よ
り

陥
没
し
た
。
阻
む
も
の
を
無
く
し
た
信

濃
川
の
水
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
分
水
路

を
経
て
日
本
海
へ
流
れ
、
下
流
で
は
農

業
用
水
が
枯
渇
、
上
下
水
道
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
内
務
省
は
自
在
堰
の
修

復
を
断
念
し
、
新
た
な
可
動
堰
と
床
留
、

床
固
の
建
設
に
着
手
す
る
。
一
九
三
一

（
昭
和
六
）
年
、
最
新
の
土
木
技
術
と
技

術
者
た
ち
の
強
靭
な
志
に
よ
っ
て
補
修

工
事
が
終
了
、
現
在
の
大
河
津
分
水
の

原
型
が
信
濃
川
に
建
っ
た
。

　

大
河
津
分
水
の
完
成
に
よ
り
、
越
後

平
野
に
お
け
る
洪
水
被
害
は
激
減
し
た
。

新
潟
港
に
至
る
信
濃
川
河
口
部
を
は
じ

め
、
下
流
域
の
市
町
村
は
大
き
な
発
展

を
遂
げ
て
い
る
。
そ
し
て
今
、
分
水
路

は
改
修
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入

ろ
う
と
し
て
い
る
。
施
設
の
老
朽
化
を

ふ
ま
え
て
改
築
事
業
が
進
め
ら
れ
、

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
新
洗
堰
、

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
は
新

可
動
堰
が
竣
工
し
通
水
を
始
め
た
。

　

常
山
所
長
は
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

こ
う
語
る
。「
よ
り
安
定
的
な
放
水
を

可
能
と
す
る
河
口
部
の
開
削
が
課
題
と

な
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

も
更
な
る
放
水
路
の
機
能
強
化
を
求
め

る
声
が
大
き
い
。
我
々
も
安
全
確
実
な

施
工
法
の
『
勉
強
』
を
始
め
て
い
ま
す
。

『
第
二
の
横
田
切
れ
』
な
ど
絶
対
に
許

さ
れ
ま
せ
ん
」。
そ
の
土
地
と
生
命
を

守
ろ
う
と
す
る
市
民
の
想
い
は
二
〇
〇

年
前
と
変
わ
る
こ
と
は
無
い
。「
二
〇

年
、
三
〇
年
か
け
て
取
り
組
む
事
業
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
間
、
技
術

も
進
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。『
土
木

の
力
』
が
大
き
な
鍵
に
な
り
ま
す
」。
越

後
の
治
水
事
業
は
今
も
な
お
連
綿
と
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

未
来
を
見
据
え
た
越
後
の
治
水

九
〇
年
に
わ
た
り
改
良
を
重
ね

越
後
平
野
を
守
り
続
け
る

1922（大正11）年、悲願の自在堰が完成した（左上）
が、5年後に陥没、1931（昭和6）年に可動堰が完成す
る（右）。現在は2011（平成23）年に通水した二代目
の可動堰が稼動している。「初代可動堰の基礎部には
洗掘防止のためか、全面に堅牢な御影石が敷き詰めら
れていました」と小幡出張所長は明かす。竣工当時の
模型（左下）とともに、当時の真摯な土木工事を伝える
エピソードだ。

分
水
路
河
口
部
に
近
い
第
二
床
固
（
上
）、
急
流
に
よ
る
川
底
の
洗
掘
を
押
さ
え
て
い
る
。
信
濃
川
本
川
に
設

置
さ
れ
た
洗
堰
（
下
）
は
下
流
地
域
に
安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
い
わ
ば
「
心
臓
弁
」
だ
。

左／国土交通省北陸地方整備局
信濃川河川事務所 事務所長※

常山修治
右／国土交通省北陸地方整備局
信濃川河川事務所 
大河津出張所 出張所長

小幡 淳

2011（平成23）年に完成した
分水路の新可動堰。円弧状の仕
切りが回転して流量を調整する
ラジアルゲート方式が採用され
ている。

※役職は取材当時

歴史ある可動堰を改築する重責
　旧可動堰は80年にわたって信濃川の激流
に耐えてきましたが、新可動堰はそれを上回
る耐久性を目指しています。
　そのため、数多くの鋼管杭や遮水鋼矢板を
基礎として、マスコンクリート対策の低熱コ
ンクリートや耐久性の高い鋼繊維補強コンク
リート版、厳寒期の確実な給熱養生など、最

先端の技術、材料を駆使して建設されました。
　当社は前身の大倉土木の時代から大河津分
水事業に係わってきています。今後も先人の
想いを継承し、大事業に携われた達成感と関
係者への感謝の念を糧として、施設の更なる
強靭化に微力ながら役立てることを願ってい
ます。

大成建設株式会社

渡邊耕一

青山士（写真A・左）と宮本武之輔（写真A・
右）の手によって完成した可動堰は、2011

（平成23）年に役目を終え新可動堰にバトン
タッチした。解体にあたっては可動堰に携わ
った者と地域の方と一緒に撤去式を行い、名
残を惜しんだ。「先人達の血と汗の結晶を解
体する事は同じ道を歩む技術者としては断腸
の思いだった」と、撤去式で前川前局長（写真
B・左）と常山所長（写真B・右）は語った。 A B
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支
所
の
小
宮
山
隆
支
所
長
が
一
帯
の
地

理
的
特
徴
を
説
明
し
て
く
れ
た
。
高
低

差
を
強
調
し
た
立
体
地
図
を
広
げ
て
み

る
と
江
戸
川
区
一
帯
を
起
点
に
千
葉
の

県
境
と
綾
瀬
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
は
低

さ
が
際
立
つ
。
高
度
成
長
期
の
首
都
圏

へ
の
人
口
集
中
に
よ
る
開
発
を
背
景
と

し
て
こ
の
地
域
に
も
人
口
と
資
産
が
集

中
。
東
京
か
ら
二
〇
〜
四
〇
㌔
㍍
圏
域

の
市
街
化
率
は
五
〇
％
に
迫
っ
て
い
る
。

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
交
通

機
関
の
整
備
も
進
み
、
都
市
化
の
加
速

が
今
後
も
進
む
と
み
ら
れ
て
い
る
。
洪

水
対
策
、
河
川
の
治
水
事
業
は
社
会
的

な
課
題
な
の
だ
。

　

ま
た
こ
の
地
域
は
利
根
川
や
江
戸
川

の
洪
水
に
よ
っ
て
も
こ
れ
ま
で
に
幾
度

と
な
く
水
害
に
苛
ま
れ
て
き
た
が
、
そ

の
象
徴
と
い
え
る
の
が
一
九
四
七
（
昭

和
二
十
二
）
年
の
「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
」

で
あ
る
。
九
月
十
五
日
、
利
根
川
中
流

部
の
水
位
が
上
昇
、
深
夜
に
越
水
が
始

ま
り
住
民
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

翌
日
午
前
に
は
大
音
響
と
と
も
に
堤
防

が
決
壊
し
溢
れ
た
大
水
が
町
を
襲
っ
た
。

氾
濫
水
は
古
利
根
川
、
中
川
に
沿
っ
て

南
へ
流
下
し
葛
飾
区
、
江
戸
川
区
に
ま

で
達
し
た
。

　

首
都
圏
外
郭
放
水
路
は
、
埼
玉
県
春

日
部
市
に
建
設
さ
れ
た
世
界
最
大
級
の

地
下
放
水
路
で
あ
る
。
市
の
中
央
部
を

東
西
に
走
る
国
道
一
六
号
の
直
下
五
〇

㍍
に
延
長
六
・
三
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
内

径
一
〇
㍍
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
貫

く
。
文
字
通
り
首
都
圏
の
外
側
で
実
施

す
る
洪
水
対
策
と
し
て
一
九
九
三
（
平

成
五
）
年
に
着
工
、
二
〇
〇
六
（
平
成

十
八
）
年
に
完
成
し
た
。
中
川
、
倉
松

川
、
大
落
古
利
根
川
を
は
じ
め
と
す
る

河
川
の
増
水
時
に
、
溢
れ
そ
う
に
な
っ

た
洪
水
を
取
り
込
み
江
戸
川
へ
排
水
す

る
こ
と
で
、
水
害
を
防
い
で
い
る
。
水

が
流
入
す
る
立
坑
は
全
部
で
五
基
、
こ

れ
を
地
下
で
つ
な
ぐ
放
水
路
、
水
を
貯

留
す
る
調
圧
水
槽
、
そ
し
て
水
を
排
水

す
る
排
水
機
場
で
構
成
さ
れ
る
。

　
「
中
川
、
綾
瀬
川
流
域
は
東
京
湾
沿

岸
に
至
る
ま
で
、
利
根
川
、
江
戸
川
、

荒
川
と
い
っ
た
大
河
川
に
囲
ま
れ
た

『
皿
』
の
よ
う
な
地
形
で
、
大
雨
が
降
る

と
水
の
逃
げ
場
所
が
な
く
、
水
が
溢
れ

や
す
い
地
域
な
ん
で
す
」
と
、
江
戸
川

河
川
事
務
所
首
都
圏
外
郭
放
水
路
管
理

首
都
圏
の
外
郭
に
広
が
る

 「
皿
型
」の
地
形

カスリーン台風による利根川
及び荒川の洪水の深度

（提供：国土地理院）
（本図は、国土地理院長の承認を得て、同
院の技術資料D1-N0.1 利根川及荒川の
洪水調査報告書 昭和22年9月洪水カス
リーン台風災害調査報告を利用し作成し
たものである。（承認番号 国地企調第
212号 平成25年9月26日））

管理区域を示す巨大パネルが設置された操作室。ここで
気象情報、全流域の情報を集約し、ゲートの開閉、排水
ポンプの操作等を集中管理する。放水路の「頭脳」だ。

幅78m、長さ177m、高さ18mの調圧
水槽。トンネルを流れてきた水を減圧
して貯留する。59本×500tの柱は、天
井を支えると同時に地下水の揚圧力に
よる水槽の浮き上がりを抑える荷重と
して機能している。

1947（昭和22）年9月8日、マリアナ沖で発生したカス
リーン台風は、15日に紀伊半島に達し太平洋側を北上、
関東、東北地方に甚大な災害をもたらした。死者行方不
明者1,900名余、損壊浸水家屋は40万戸近くに達した。
台風自体の勢力に比して降水量が多い「雨台風」の典型
だった。利根川中流部では1㎞にわたって堤防が決壊、
濁流に飲まれる牛馬や家屋、屋根の上で助けを求める
人々、その惨状はいまも語り継がれている。

（提供：国土交通省利根川上流河川事務所）

利根川の堤防を破壊した
 「カスリーン台風」

1947年

首
都
圏

外
郭
放
水
路

豪
雨
を
地
下
に
取
り
込
み

都
市
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ

地
下
河
川

FAC T-2

自然災害の記憶
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春
日
部
市
の
地
形
を
断
面
で
見
る
と
、

一
帯
に
中
小
河
川
が
輻
輳
し
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。
首
都
圏
外
郭
放
水

路
の
第
一
か
ら
第
五
の
「
立
坑
」
は
そ

れ
ぞ
れ
中
川
、
倉
松
川
、
大
落
古
利
根

川
な
ど
五
本
の
川
の
近
く
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
直
径
約
三
〇
㍍
、
深
さ
七
〇

㍍
の
立
坑
は
自
由
の
女
神
が
す
っ
ぽ
り

収
ま
る
ほ
ど
巨
大
だ
。
各
立
坑
は
流
入

施
設
と
接
続
さ
れ
て
お
り
、
増
水
の
際
、

河
川
の
水
は
流
入
施
設
の
越
流
堤
を
自

洪
水
を
流
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
終
点
が
こ

の
放
水
施
設
の
象
徴
と
も
い
え
る
「
調

圧
水
槽
」
だ
。
ト
ン
ネ
ル
を
流
れ
て
き

た
水
の
勢
い
を
弱
め
貯
留
す
る
巨
大
な

プ
ー
ル
。
神
殿
を
思
わ
せ
る
そ
の
威
容

か
ら
メ
デ
ィ
ア
で
も
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
調
圧
水
槽
の
水
は
「
排

水
機
場
」
に
設
置
さ
れ
た
四
台
の
排
水

ポ
ン
プ
で
江
戸
川
に
排
水
さ
れ
る
。
ポ

ン
プ
の
原
動
機
に
は
航
空
機
用
に
開
発

さ
れ
た
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
採

用
し
国
内
最
大
級
の
排
水
能
力
を
誇
る
。

排
水
機
場
は
、
い
わ
ば
首
都
圏
外
郭
放

水
路
の
強
靭
な
心
臓
で
あ
る
。

　

首
都
圏
外
郭
放
水
路
は
二
〇
〇
二

（
平
成
十
四
）
年
の
部
分
可
動
を
経
て

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
に
本
格
可

動
し
た
。
以
降
、
水
害
常
襲
地
帯
で
あ

っ
た
春
日
部
市
、
幸
手
市
、
杉
戸
町
を

は
じ
め
、
流
域
の
浸
水
被
害
は
大
幅
に

軽
減
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
が
地
下

の
巨
大
施
設
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
実
感
と
し
て
捉
え
て
い
る
市
民
は
そ

う
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
行
政
の
使

命
だ
と
小
宮
山
所
長
は
語
る
。
さ
ら
に
、

最
終
的
に
命
を
守
る
の
は
個
々
人
の
備

え
だ
と
つ
け
加
え
る
。「
防
災
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
充
実
で
災
害
を
『
減
ら
す
』

こ
と
は
で
き
て
も
、
完
全
に
『
無
く
す
』

こ
と
は
難
し
い
。
防
災
は
市
民
の
想
像

力
、
行
動
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

ん
で
す
。
私
た
ち
は
大
雨
と
も
な
れ
ば

水
浸
し
に
な
る
場
所
に
日
々
暮
ら
し
て

い
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

ギ
ネ
ス
級
の
巨
大
地
下
放
水
路

 「
防
災
」を
支
え
る

個
々
人
の
想
像
力

地
下
五
〇
㍍
を
流
れ
る

全
長
六・三
㌔
㍍
の
巨
大
地
下
放
水
路

国土交通省関東地方整備局
江戸川河川事務所
首都圏外郭放水路管理支所
支所長

小宮山 隆

大落古利根川から江戸川間を流れる河川の水を、洪水の際に5基の立坑が一手に
引き受け、地下トンネルに誘導する。一帯は都市化が進み、新たな放水路を地上
に構築することは現実的ではない。放水路は国道16号の地下空間を有効活用す
る地下河川方式で施工された。（提供：国土交通省江戸川河川事務所）

ポンプには航空機用に開発されたガスタービ
ンが組み込まれている。出力10,300kWでイ
ンペラ（羽根車）を回転させ排水作業を行う。

調圧水槽の水を江戸川へ排出する
排水機場の4台の巨大ポンプ。4台
で200㎥/秒の排水能力を誇る。1
秒間に25mプール一杯分の水を汲
み上げる放水路の「心臓部」だ。

第3立坑の内部。60mを落下する水の衝撃を緩和
するため、流入口から壁面に沿って水が流下する

「渦流式ドロップシャフト」が採用された。
（提供：国土交通省江戸川河川事務所）

然
流
下
し
て
立
坑
内
に
流
入
す
る
。
立

坑
は
地
下
五
〇
㍍
を
貫
通
す
る
「
ト
ン

ネ
ル
」
で
結
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
地
下

の
川
は
最
大
で
毎
秒
二
〇
〇
立
方
㍍
の

中川・綾瀬川流域の
雨量と浸水戸数の比較
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わ
が
国
の
防
災
対
策
の
根
幹
を
な
す

法
律
は
一
九
六
一（
昭
和
三
十
六
）年
に

公
布
さ
れ
た
「
災
害
対
策
基
本
法
」
で

あ
る
。
乱
立
し
て
い
た
災
害
関
連
法
を

統
括
し
、
文
字
通
り
防
災
の
基
本
、
原

点
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
対
策
基
本
法

の
契
機
と
な
っ
た
の
が
そ
の
二
年
前
に

発
生
し
た
「
伊
勢
湾
台
風
」
だ
。

　

南
か
ら
北
へ
吹
く
台
風
が
伊
勢
湾
の

湾
奥
に
海
水
を
送
り
込
み
、
さ
ら
に
低

気
圧
の
影
響
で
海
面
が
上
昇
、
満
潮
が

近
づ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
名
古
屋

港
の
水
位
は
最
大
で
六
㍍
近
い「
高
潮
」

と
な
っ
た
。
高
潮
は
防
潮
堤
を
破
壊
し
、

市
南
部
の
海
抜
〇
㍍
地
帯
を
水
没
さ
せ

た
。
貯
木
場
に
集
積
さ
れ
た
ラ
ワ
ン
材

な
ど
五
㍍
を
超
え
る
大
木
が
流
さ
れ
住

宅
を
破
壊
す
る
。
当
時
は
テ
レ
ビ
の
普

及
率
も
低
く
市
民
は
何
の
情
報
も
持
た

な
い
ま
ま
暗
闇
の
中
を
逃
げ
惑
っ
た
。

　

残
さ
れ
た
記
録
に
あ
た
り
、
関
連
す

る
資
料
を
ひ
も
と
く
と
、
名
古
屋
を
中

心
に
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
人
為
的
な
要

因
と
し
て
、
情
報
の
伝
達
不
足
、
危
険

性
の
自
覚
欠
如
、
防
災
体
制
の
未
整
備

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

最
大
六
㍍
の
高
潮
が
襲
来

「
翌
朝
、
近
所
の
川
に
は
折
り
重
な
る
多
く
の
犠
牲
者
の
姿
。
こ
の
世
の
出
来
事
な
の
か
と
何

度
も
思
っ
た
」
と
体
験
談
に
あ
る
。
貯
木
場
に
集
積
さ
れ
て
い
た
五
㍍
を
超
え
る
木
材
が
暴

風
雨
で
縦
に
回
転
し
な
が
ら
流
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
暗
闇
の
中
を
避
難
す
る
恐
怖
を
想
い

慄
然
と
す
る
。（
提
供
：
名
古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
）

伊勢湾台風による高潮・洪水と地形との関係（提供：国土地理院※）

国土地理院の1:25,000デジタル標高地形図「名古屋」を見ると名古屋市街が川に沿って広がる扇状地であるこ
とがよくわかる。青の部分は0m地帯を示す。中央部の南北に伸びる高台が熱田台地だ。（提供：国土地理院※）

名
古
屋
市
の

情
報
伝
達

適
切
な
情
報
伝
達
と

迅
速
な
避
難
行
動
が

生
命
を
守
る

FAC T-3

1959（昭和34）年9月26日午後6時、超大
型の伊勢湾台風は和歌山県潮岬に上陸し、
午後9時半頃に名古屋市に接近。その後、
日本海を経て東北地方に再上陸、根室沖で
温帯低気圧に変わるまで、中国、四国地方
から北海道までの広い範囲で犠牲者5,098
名を数える大災害を引き起こした。その8
割以上が三重、愛知両県に集中しているこ
とも大きな特徴だ。

戦後最大の風水害
「伊勢湾台風」

1959年

自然災害の記憶

名古屋城

名古屋駅

熱田神宮

熱田台地

名古屋港

伊勢湾

※ 本図は、国土地理院長の承認を得て、同院の技術資料D1-No.462 1:25,000デジタル標高地形図「名古屋」及びD1-No.6 伊勢湾台風
による高潮・洪水と地形との関係を利用し作成したものである。（承認番号 国地企調第212号 平成25年9月26日）
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台
風
は
自
然
が
も
た
ら
す
災
害
だ
が
、

人
知
に
よ
っ
て
そ
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
方
策
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
名
古
屋
市
消
防
局

防
災
部
の
吉
田
博
消
防
司
令
に
聞
い
た
。

「
名
古
屋
は
江
戸
時
代
ま
で
東
の
高
台

『
熱
田
台
地
』
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
が

居
住
地
区
で
扇
状
地
の
現
市
街
地
に
は

あ
ま
り
人
が
住
ん
で
い
な
か
っ
た
。
水

害
の
危
険
性
を
日
常
的
に
知
っ
て
い
た

に
伝
播
し
て
い
く
こ
と
が
防
災
協
働
社

会
の
構
築
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
吉
田
司
令
は
話
す
。

　

今
回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
が
言
葉
を
変
え
な
が
ら
語
っ
て
く

れ
た
の
は
「
自
助
」
と
い
う
我
々
一
人

ひ
と
り
の
立
ち
位
置
か
も
知
れ
な
い
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
際
、
三
重
県
楠
町
で

は
町
内
の
大
半
が
浸
水
し
た
が
一
人
の

犠
牲
者
も
出
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
六
年

前
の
台
風
一
三
号
を
契
機
に
市
民
の
水

防
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
独
自
の
対

策
、
避
難
指
示
が
奏
功
し
た
結
果
だ
。

　

土
木
建
築
の
技
術
革
新
を
背
景
と
し

て
、
町
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
は
強
靭
化
し
、

加
え
て
法
律
、
制
度
シ
ス
テ
ム
の
高
度

化
に
よ
っ
て
「
防
災
」
は
日
々
進
化
し

て
い
る
。
今
年
八
月
、
気
象
庁
は
重
大

な
自
然
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
際

の
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を
始
め
た
。

「
直
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
！
」。
し
か

し
、
そ
の
「
最
善
の
行
動
」
は
受
け
手

に
よ
っ
て
千
差
万
別
だ
。
そ
の
と
き
、

ど
う
動
く
の
か
、
ど
う
命
を
守
る
の
か
、

個
人
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
実
行
力

が
問
わ
れ
て
い
る
。

愛知県西部では隣県に接し
て木曽三川（木曽川、長良
川、揖斐川）が輻輳し、古
来水害が頻発した。鎌倉時
代末期、農民は居住区全体
を堤防で包囲する「輪中」
という集落をつくり上げ、
住居も石垣でかさ上げして
洪水に備えていた。

伊勢湾沿岸部は扇状地、干
拓地、埋立地を舞台として
発展を遂げた。伊勢湾台風
を教訓として、水際には堅
牢な防潮堤（上）が張り巡
らされ、さらに湾岸部に設
けられた防潮扉（下）が高
潮の侵入を防ぐ。広大な

「輪中」といえるかもしれ
ない。

の
で
し
ょ
う
ね
」。
そ
れ
が
土
木
建
築

技
術
の
進
歩
、
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て

居
住
地
が
拡
大
し
、
現
在
の
大
都
市
に

形
成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
と
話
す
。
市

は
そ
の
危
険
度
を
周
知
す
る
た
め
に
区

ご
と
の
精
緻
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
市
内
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単
に
閲
覧
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
目
に
し
て
最
初
に
喚

起
さ
れ
る
感
情
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

『
自
分
の
家
は
大
丈
夫
か
』
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
危
険
の
自
覚
を
促
す

大
き
な
啓
発
機
会
に
な
っ
て
い
る
は
ず

で
す
」
と
そ
の
目
的
を
説
明
す
る
。

　

積
極
的
に
市
民
に
働
き
か
け
「
街
歩

き
」
も
開
催
し
て
い
る
。
通
学
路
や
日

常
的
な
生
活
道
路
を
巡
り
、
避
難
路
や

安
全
な
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
。
そ
の

と
き
に
寄
せ
ら
れ
る
市
民
の
声
は
肯
定

的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
今
後

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
充
実
さ
せ
て
い
く
う

え
で
大
き
な
財
産
に
な
る
と
い
う
。

　

吉
田
司
令
は
報
道
機
関
や
メ
デ
ィ
ア

に
接
す
る
際
に
度
々
要
請
す
る
こ
と
が

あ
る
。
視
覚
情
報
の
発
信
だ
。「
注
意
報

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
、
過
去
の
災
害
の
特

集
な
ど
の
際
に
写
真
や
映
像
を
発
信
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
町
中
の
現
況

や
、
過
去
の
被
災
状
況
写
真
は
市
民
に

と
っ
て
主
観
と
し
て
捉
え
や
す
い
重
要

な
材
料
に
な
り
ま
す
」。
写
真
や
ラ
イ

ブ
映
像
が
持
つ
訴
求
力
は
、
言
葉
や
説

明
を
超
え
て
い
る
。

　

名
古
屋
市
内
に
は
至
る
所
に
被
災
時

 「
自
助
」と
い
う
立
ち
位
置

 「
自
分
の
家
は

ど
こ
ま
で
安
全
か
!?
」

名古屋市消防局
防災企画課防災企画係長
消防司令

吉田 博

地
形
を
理
解
し
、

被
害
実
績
を
知
り
、

被
害
を
想
定
を
す
る

名古屋市は被災時の浸水水位
を示すステッカーやハザード
マップを配布している。「市
内の水位標識なども含め『我
が家は大丈夫か！』という視
点から始まる注意喚起に努め
ていきたい」と吉田司令は話
す。（提供：名古屋市）

市は過去に発生した水害で浸水した地区を
地図上に記録しホームページで公開してい
る。水防意識の高揚、危険の周知徹底にお
いてはこうした視覚情報が重要になる。

（提供：名古屋市）

の
潮
位
を
示
す
標
識
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
当
時
の
高
潮
の
甚
大
さ
を
体
感
で

き
る
。
沿
岸
部
に
は
防
潮
堤
が
張
り
巡

ら
さ
れ
、
堅
牢
な
防
潮
扉
、
陸
閘
が
町

を
防
御
し
て
い
る
。
防
災
体
制
は
決
し

て
脆
弱
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

海
抜
〇
㍍
地
帯
が
孕
む
危
険
を
払
拭
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
や
は
り
市
民
の
自

覚
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
テ
ー

マ
な
の
だ
。「
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

や
教
育
の
現
場
な
ど
と
連
携
し
て
情
報

の
発
信
、
啓
発
活
動
に
務
め
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
着
実
に
。
そ
れ
が
広
く
市
民


